
2017 年度 国際小児保健学会 プログラム 

2017 年 8 月 26 日 

■一般口演１ 

座長：石和田 稔彦（千葉大学真菌医学研究センター感染症制御分野） 

1. 我が国における小児結核とその動向～国際保健という視点で～ 

 吉松 昌司（国立病院機構南京都病院小児科） 

2. 回虫感染と小児の反復喘鳴との関連について 

―バングラデシュ農村の疫学調査―（中間報告） 

 竹内 治子（東京大学大学院医学系研究科国際地域保健学） 

3. 三重大学医学部での海外臨床実習による効果 

―次世代の国際協力、医学診療・教育・研究の国際化に向けて― 

栗原 康輔（四日市羽津医療センター） 

 

■一般口演 2 

座長：吉松 昌司（国立病院機構南京都病院小児科） 

4. 渡航小児に対する「子ども医療メール相談」 

 田中 孝明（川崎医科大学小児科学教室） 

5. 保護者向け啓発事業を国際保健分野にどう活かすか 

 坂本 昌彦（佐久総合病院小児科兼国際保健医療科） 

6. フィールドにおける介入評価の研究デザインに関する経験と考察 

 森 臨太郎（国立成育医療研究センター・政策科学研究部） 

7. ラオス・マホソット病院における「病院の質管理」改善プロジェクト 

 浦部 大策（聖マリア病院 国際事業部） 

 

■基調講演「だれひとり取り残さない小児保健医療」 

 座長：田中 孝明（JICHA 副代表・川崎医科大学小児学教室） 

 演者：中村 安秀（甲南女子大学教授・大阪大学名誉教授） 

 

■教育口演「わが国の小児保健・小児医療の課題」 

 座長：浦部 大策（聖マリア病院 国際事業部） 

 演者：五十嵐 隆（国立成育医療研究センター理事長） 

 

■シンポジウム「国際保健の現場はこんなに楽しい」 

 座長：坂本 昌彦（佐久総合病院小児科兼国際保健医療科） 

  高橋 謙造（帝京大学大学院公衆衛生学研究科） 

 [シンポジスト] 

堀内 清華（帝京大学大学院公衆衛生学研究科） 

  神谷 保彦（長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科） 

 カエベタ 亜矢（新宿区保健所保健予防課） 

 野田 信一郎（国立国際医療研究センター国際医療協力局） 


